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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 65,642 35.9 4,017 ― 2,779 ― 1,658 ―

22年3月期第2四半期 48,287 △28.4 △3,432 ― △4,263 ― △4,559 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 11.65 ―

22年3月期第2四半期 △38.94 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 135,874 59,700 43.6 416.42
22年3月期 137,897 60,797 43.8 423.85

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  59,281百万円 22年3月期  60,343百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 3.00 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 125,000 18.0 5,500 ― 3,700 ― 2,100 ― 14.75



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、本資料作成時点において入手可能な情報により当社が合理的に判断した予想であり、実際の業績は今後様々な要因により変
動する場合があります。上記の業績予想に関連する事項については、四半期決算短信（添付資料）2ページ「1.当四半期の連結業績等に関する定性的情
報 (3) 連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】3ページ「2.その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 142,448,334株 22年3月期  142,448,334株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  88,955株 22年3月期  77,750株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 142,366,088株 22年3月期2Q  117,096,407株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、欧州での財政危機の影響等により一部で停滞も見られ

ましたが、内需が好調に推移した中国やインドなどの新興国で堅調に景気回復が続くなど、総じて回復傾

向で推移しました。 

しかしながら、依然として雇用情勢や所得環境には厳しさが残っており、また、欧州における財政不安

等による、景気減速懸念など、不透明な状況が続いております。 

このような状況のもと、当社グループにおきましては、中国等の新興国市場を中心に積極的な販売活動

を展開していく中、収益性の面において、生産性の向上を目指す活動として、ＰＩ (Productivity Innova

tion) プロジェクトを立ち上げ、設備稼働率の更なる向上に着手致しました。また、海外生産拠点での生

産拡充及び外貨建ての原材料等の購入を進めるなど体質強化にも取り組んでまいりました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は656億42百万円（前年同期比35.9％増）とな

り、営業利益は40億17百万円（前年同期営業損失34億32百万円）、経常利益は27億79百万円（前年同期経

常損失42億63百万円）、四半期純利益は16億58百万円（前年同期四半期純損失45億59百万円）となりまし

た。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、1,358億74百万円となり前連結会計年度末に比べて20億

23百万円減少致しました。 

流動資産は、730億18百万円となり３億70百万円増加致しました。主な要因は、現金及び預金の減少29億

82百万円、受取手形及び売掛金の増加28億９百万円であります。固定資産は、628億55百万円となり23億94

百万円減少致しました。主な要因は、有形固定資産の減少13億27百万円、投資有価証券の時価の下落によ

る減少６億28百万円であります。 

流動負債は、326億26百万円となり68億95百万円減少致しました。主な要因は、短期借入金の減少112億3

8百万円、未払金の増加20億54百万円であります。固定負債は、435億47百万円となり59億69百万円増加致

しました。主な要因は、長期借入金の増加68億35百万円であります。 

純資産は、597億円となり前連結会計年度末に比べ10億97百万円減少致しました。なお、自己資本比率は

前連結会計年度末の43.8％から43.6％となりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ29億79百万円減少

し、172億36百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益27億14百万円、減価償却費43億33

百万円などにより53億１百万円の収入となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出36億56百万円などにより39億9

1百万円の支出となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済による支出36億８百万円などにより31億59百万

円の支出となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

通期の連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間までの実績と今後の受注動向等を踏ま

え、平成22年８月２日に公表しました業績予想を修正致しました。なお、当該予想数値の修正に関する事

項は、本日(平成22年11月１日)公表の「平成23年３月期第２四半期連結累計期間における為替差損の計

上、通期連結業績予想の修正、配当予想の修正及び剰余金の配当(中間配当)に関するお知らせ」をご参照

ください。 
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２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① たな卸資産の評価方法 

棚卸高の算出については、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方

法により算出する方法によっております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法によっ

ております。 

③ 経過勘定項目の算定方法 

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算出方法 

法人税等の納付税額の算定については、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方

法によっております。 

⑤ 連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺方法 

連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 

 当該債権と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わないで債権

 と債務を相殺消去しております。 

連結会社相互間の取引の相殺消去 

 取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額にあわせる方法によ

 り相殺消去しております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」 (企業会計基準第16号 平成20年３月10日

公表分) 及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」 (実務対応報告第24号 平成20年

３月10日) を適用しております。 

これによる、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

② 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」 (企業会計基準第18号 平成20年３

月31日) 及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」 (企業会計基準適用指針第21号 平成20年３

月31日) を適用しております。 

これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

 



 
日本ケミコン株式会社 (6997) 平成23年3月期 第2四半期決算短信  

― 4 ― 

３．四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 

  (単位：百万円)

 
当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部  

 流動資産  

  現金及び預金 18,041  21,023

  受取手形及び売掛金 28,711  25,901

  商品及び製品 7,273  7,450

  仕掛品 8,699  4,869

  原材料及び貯蔵品 4,139  7,212

  未収入金 5,135  5,566

  繰延税金資産 130  98

  その他 961  592

  貸倒引当金 △74  △67

  流動資産合計 73,018  72,648

 固定資産  

  有形固定資産  

   建物及び構築物 34,480  34,715

    減価償却累計額 △19,966  △19,609

    建物及び構築物（純額） 14,514  15,106

   機械装置及び運搬具 106,562  106,844

    減価償却累計額 △83,826  △83,483

    機械装置及び運搬具（純額） 22,735  23,361

   工具、器具及び備品 10,922  10,562

    減価償却累計額 △9,016  △8,859

    工具、器具及び備品（純額） 1,905  1,703

   土地 7,077  7,109

   リース資産 405  368

    減価償却累計額 △139  △95

    リース資産（純額） 266  273

   建設仮勘定 1,422  1,695

   有形固定資産合計 47,922  49,249

  無形固定資産 1,899  1,805

  投資その他の資産  

   投資有価証券 10,351  10,979

   繰延税金資産 14  62

   その他 2,726  3,337

   貸倒引当金 △58  △185

   投資その他の資産合計 13,033  14,194

  固定資産合計 62,855  65,249

 資産合計 135,874  137,897
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  (単位：百万円)

 
当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部  

 流動負債  

  支払手形及び買掛金 8,247  7,545

  短期借入金 5,707  16,945

  1年内償還予定の社債 1,000  －

  リース債務 191  86

  未払金 12,153  10,099

  未払法人税等 1,075  940

  賞与引当金 1,559  1,114

  その他 2,690  2,788

  流動負債合計 32,626  39,521

 固定負債  

  社債 －  1,000

  長期借入金 35,437  28,601

  リース債務 559  210

  繰延税金負債 378  656

  退職給付引当金 6,394  6,230

  環境安全対策引当金 363  438

  その他 414  440

  固定負債合計 43,547  37,578

 負債合計 76,173  77,100

純資産の部  

 株主資本  

  資本金 17,884  17,884

  資本剰余金 36,196  36,196

  利益剰余金 13,693  12,034

  自己株式 △24  △19

  株主資本合計 67,750  66,095

 評価・換算差額等  

  その他有価証券評価差額金 419  887

  為替換算調整勘定 △8,888  △6,639

  評価・換算差額等合計 △8,468  △5,752

 少数株主持分 419  453

 純資産合計 59,700  60,797

負債純資産合計 135,874  137,897
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(2) 四半期連結損益計算書 

（第２四半期連結累計期間） 

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 48,287  65,642

売上原価 43,242  52,360

売上総利益 5,045  13,282

販売費及び一般管理費 8,477  9,264

営業利益又は営業損失（△） △3,432  4,017

営業外収益  

 受取利息 22  24

 受取配当金 26  34

 持分法による投資利益 260  380

 その他 47  36

 営業外収益合計 358  476

営業外費用  

 支払利息 457  371

 為替差損 654  1,267

 その他 78  75

 営業外費用合計 1,189  1,714

経常利益又は経常損失（△） △4,263  2,779

特別利益  

 固定資産売却益 －  11

 投資有価証券売却益 －  0

 貸倒引当金戻入額 0  －

 その他 24  1

 特別利益合計 25  13

特別損失  

 固定資産処分損 34  72

 投資有価証券評価損 22  －

 貸倒引当金繰入額 －  4

 その他 2  1

 特別損失合計 60  78

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） 

△4,298  2,714

法人税、住民税及び事業税 135  1,024

法人税等調整額 60  42

法人税等合計 196  1,067

少数株主損益調整前四半期純利益 －  1,646

少数株主利益又は少数株主損失（△） 64  △12

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,559  1,658
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（第２四半期連結会計期間） 

  (単位：百万円)

 

前第２四半期連結会計期間

(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間

(自 平成22年７月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 26,662  32,815

売上原価 22,988  26,280

売上総利益 3,673  6,535

販売費及び一般管理費 4,246  4,710

営業利益又は営業損失（△） △572  1,824

営業外収益  

 受取利息 12  12

 持分法による投資利益 126  265

 その他 23  9

 営業外収益合計 162  287

営業外費用  

 支払利息 196  190

 為替差損 754  600

 その他 4  8

 営業外費用合計 956  800

経常利益又は経常損失（△） △1,366  1,311

特別利益  

 固定資産売却益 －  7

 その他 0  －

 特別利益合計 0  7

特別損失  

 固定資産処分損 18  54

 投資有価証券評価損 18  －

 貸倒引当金繰入額 －  3

 その他 3  0

 特別損失合計 40  58

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） 

△1,406  1,261

法人税、住民税及び事業税 76  542

法人税等調整額 △13  △2

法人税等合計 62  539

少数株主損益調整前四半期純利益 －  721

少数株主利益 23  10

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,492  711
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△） 

△4,298  2,714

 減価償却費 4,373  4,333

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 241  177

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 107  △113

 環境安全対策引当金の増減額（△は減少） △50  △75

 受取利息及び受取配当金 △49  △58

 支払利息 457  371

 為替差損益（△は益） 370  505

 持分法による投資損益（△は益） △260  △380

 有形固定資産処分損益（△は益） 34  60

 投資有価証券売却損益（△は益） －  △0

 投資有価証券評価損益（△は益） 22  －

 売上債権の増減額（△は増加） △7,584  △4,636

 たな卸資産の増減額（△は増加） 2,557  △1,361

 仕入債務の増減額（△は減少） 3,136  2,456

 未払金の増減額（△は減少） －  1,899

 その他 4,380  489

 小計 3,437  6,379

 利息及び配当金の受取額 50  131

 利息の支払額 △454  △354

 法人税等の支払額 △1,119  △855

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,913  5,301

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 定期預金の預入による支出 △813  △800

 定期預金の払戻による収入 －  802

 有形固定資産の取得による支出 △2,359  △3,656

 有形固定資産の売却による収入 272  27

 無形固定資産の取得による支出 －  △270

 投資有価証券の取得による支出 －  △454

 投資有価証券の売却による収入 －  2

 貸付けによる支出 △45  △16

 貸付金の回収による収入 10  20

 その他 △145  351

 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,081  △3,991

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短期借入金の純増減額（△は減少） △5,279  △10,943

 長期借入れによる収入 －  7,571

 長期借入金の返済による支出 △4,869  △237

 セール・アンド・リースバックによる収入 －  499

 リース債務の返済による支出 △34  △46

 自己株式の取得による支出 △3  △4

 財務活動によるキャッシュ・フロー △10,186  △3,159

現金及び現金同等物に係る換算差額 △502  △1,129

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △11,856  △2,979

現金及び現金同等物の期首残高 29,267  20,216

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,411  17,236
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

（事業の種類別セグメント情報） 

前第２四半期連結累計期間 (自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

当社及び連結子会社は、コンデンサ及びその他の電子部品の製造・販売を主な事業としており、全セグメント

の売上高の合計、営業損益の合計額に占めるコンデンサ及びその他の電子部品の割合がいずれも90％を超えてい

るため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

 

 

（所在地別セグメント情報） 

前第２四半期連結累計期間 (自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 

 
日本 

(百万円) 

北米 

(百万円)

欧州 

(百万円)

アジア等

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 

全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に対する売上高 13,545 3,476 3,116 28,149 48,287 － 48,287

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

35,806 1,050 7 11,952 48,816 (48,816) －

計 49,351 4,527 3,123 40,101 97,104 (48,816) 48,287

営業利益又は営業損失(△) 893 △375 △103 △1,223 △808 (2,623) △3,432

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) 北米･･････････米国 

(2) 欧州･･････････ドイツ 

(3) アジア等･･････シンガポール、マレーシア、香港、台湾、韓国、中国 

 

 

（海外売上高） 

前第２四半期連結累計期間 (自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 

 北米 欧州 アジア等 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 2,710 3,345 30,905 36,961

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － 48,287

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高
の割合（％） 

5.6 6.9 64.0 76.5

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) 北米･･････････米国、カナダ 

(2) 欧州･･････････ドイツ、フランス、フィンランド、イギリス 

(3) アジア等･･････シンガポール、マレーシア、香港、台湾、韓国、中国 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
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（セグメント情報） 

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、コンデンサの製造販売を主体とした機能別の事業本部を本社に置き、国内及び海外の包括的な戦略

を立案し、事業活動を展開しております。従って、当社は「コンデンサ」を報告セグメントとしております。 

「コンデンサ」では、主にアルミ電解コンデンサの製造販売を行っております。 

 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間 (自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

コンデンサ 

その他 
(注) 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

売上高  

  外部顧客への売上高 60,288 5,353 65,642

  セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 60,288 5,353 65,642

セグメント利益又は損失（△） 4,122 △105 4,017

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＣＭＯＳカメラモジュール、

アモルファスチョークコイルなどを含んでおります。 

   ２  セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

 

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」 (企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」 (企業会計基準適用指針第20号 

平成20年３月21日)を適用しております。 

 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  該当事項はありません。 
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